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≪  ご  あ  い  さ  つ  ≫ 

 

この度は、自動カーバをお買上いただきまして、まことにありがとうございます。 

本機は厳しい検査を行って出荷しておりますが、取扱いを誤ったり、日頃の点検整備などを怠り

ますと、どんなすぐれた機械でも故障を起こし、時には、人身事故や重大な破損事故を招くことに

なります。 

本書は安全で正しい運転操作や応急処置および点検・整備などの必要な事柄を説明しております

ので、必ずお読みください。また、取扱いを十分にご存じの方も、本機独自の機構や取扱いがござ

いますので、本機を使用する前に本書を熟読し、「安全運転・正しい管理」をしてください。 

エンジンに関することは、別冊エンジン取扱説明書に記載しておりますので、ご使用の前に必ず

お読みください。 

本書は、機械を取り扱う上で重要なものです。本書を紛失または破損し読めなくなった場合は、

直ちに新しい取扱説明書と交換してください。 

本書は、別冊エンジン取扱説明書と共に大切に保管してください。 

 

≪ 整備とサービスについて ≫ 

 

ご使用中の故障やその他、ご不明な点およびサービスに関するご用命は、幣社またはお買上いた

だきました販売店に、お気軽にご相談ください。 

その際、製品名・製品型式・機械番号・エンジン名称とエンジン番号を併せてご連絡ください。 

なお、保証に関することは、「保証証券」に記載しておりますので、ご使用の前に必ずお読みくだ

さい。 
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安全上の注意事項 

 

(1) はじめに 

本書は、機械を安全に正しくご使用いただくためのものです。 

・取扱説明書はいつでも参照できるよう、必ず本機に備え付けてください。 

・製品改良の為、本書の内容とお届けする機械の仕様が一部異なる場合があります。 

万一、ご不明な点がございましたら、弊社または弊社指定サービス工場にお問合せください。 

・本書を汚損または紛失した場合は、弊社または弊社指定サービス工場にご注文してください。 

・エンジンおよび付属品については、同梱の各取扱説明書をご参照ください。 

・本機を譲渡される場合は、次の所有者に本書を必ず添付して譲渡してください｡ 

・本機はアスファルト混合物を現位置で連続して縁石を形成するための専用機として設計・開発

されています。 

それ以外の目的で使用された場合および機械の誤使用については、機械の安全については保証

できません。また、死亡事故や身体傷害、損害についても一切責任を負いません。 

 

 

(2) 安全警告の記号 

右図の記号は「安全警告」を示します。 

・「安全警告」は人に危害を与える恐れのある危険

に注意を喚起するために用いています。 

・本機には、「安全警告」の記号を含む「安全標識」

を貼り付けています｡ 

・事前に、本書あるいは本機に貼り付けている「安

全標識」の内容を知り、安全上の注意や記号内

に描かれた図記号の指示に従ってください。 
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(3) 警告および絵文字について 

「安全にご使用いただくために」や、              ／                 ／                    

 重  要  の記号は、特に重要です。また、※印にも注意してお読みください。 

本書の中で使用されている記号は、次の通りです。 

警告記号 意 味 

 回避されなかった場合、死亡、または重傷を招く切迫した危険な状態を示し

ます。（警告ラベルは赤色で表示しています。） 

 回避されなかった場合、死亡、または重傷を招く可能性がある危険な状態を

示します。（警告ラベルは橙色で表示しています。） 

 回避されなかった場合、軽傷、または中程度の障害の可能性がある危険な状

態を示します。（警告ラベルは黄色で表示しています。） 

 重  要  

回避されなかった場合、物損事故の可能性がある状態を示します。 

特に注意を促したり、強調したい情報、又は手順や指示に従わないと、機器・

装置が損傷するおそれがある状態を示します。 

 アドバイス  
運転操作や点検整備などをするうえで、知っておいていただきたいことや、

知っておくと便利なことを示します。 

これらの警告記号がもつ意味をよく理解し、その指示内容に従ってください。 
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(4) 安全標識表示場所 

 重  要  

安全標識はいつもきれいにし、常に読める状態にしてください。 

安全標識を汚損、損傷または紛失した場合は、新しいラベルを取り寄せて交

換してください。交換するときは、同じものか確認してください。 

a. 安全標識・その他注意銘板貼付位置 

※赤：危険 橙：警告 黄：注意を示します。 
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b. 安全標識の詳細 

①危険 

ガス漏れに注意 

引火、爆発のおそれあり 

 

 

②警告 

運転中、ホッパ内に手を入れるな 

巻き込まれのおそれあり 

 

 

③警告 

・給油中エンジン停止 

・火気に注意 

・油もれに注意 

・こぼれた油を拭き取れ、引火のおそれあり 

 

 

 

 

④警告 

カバーを外すな 

巻き込まれのおそれあり 

 

 

⑤注意 

ご使用前に必ず取扱説明書を、お読みください 

 

 

 

 

⑥注意 

停車中はブレーキを掛けてください 
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(5) 安全にご使用いただく為に 

a. 基本的な注意事項 

 
ご使用前に必ず取扱説明書を、お読みください。 

■ 取扱説明書を読む 

運転員およびその他の関係者は、機械を運転及び点検する前に取扱説明書をよく読み熟知して

ください。 

また、「安全上の注意事項」以外についても安全には細心の注意をしてください。 

 

■ 取扱い方法を説明する 

本機を他人に貸したり、使わせる場合は、あらかじめ本書を読むように指導しましょう。 

また、正しい取扱い方法をよく説明しましょう。 

 

■ 主たる用途のみに使用する 

本機は、アスファルト混合物を用いて、現位置で連続して縁石を形成する機械です。本書では、

機械の概要（主たる用途）をお知らせしています。用途を誤ると、重大な事故や破損事故を招

くことになります。 

 

■ 良好な体調で 

オペレータが病気・睡眠不足・飲酒などで、正常な運転操作をできないおそれがあるときは、

機械の運転操作をしない・させないでください。 

 

■ 担当者を決める 

本機の運転操作や取扱いは、建設機械施工技士の管理下で、本書を熟読され機械の構造や装置

の知識を持つ熟練された方がご使用ください。 

また、下記条件に適合したオペレータのみが機械を操作してください。 

①１８才以上であること。 

②負傷者の応急手当の訓練を受けて、応急手当ができること。 

③取扱説明書をよく熟読して、充分に理解していること。 

④機械について精通しており、取扱説明書に記載している事故防止と安全指示を理解し実施でき

ること。 

⑤誤動作・誤操作のとき、どのように対処するかを適切に訓練されていること。 

⑥オペレータとしての責任、義務を果たし、行動ができること。 

 

■ 作業内容の打ち合わせ 

道路工事に携わる人は、安全についてどなたも高い関心を持っておられます。 

作業の前には、その日の作業内容を確認し合い、作業段取りに沿った安全作業を心掛けてくだ

さい。また、機械の安全操作と適正な維持管理で事故を未然に防ぐことができます。 
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■ 安全の打ち合わせ 

①工事現場には、安全のために責任と権限を与えられた人が必要です。 

その人がどなたかを知り、連絡を取るようにしてください。 

②作業の前には安全の打ち合わせを行い、全ての合図・信号・標識などの意味を知るようにして

ください。 

③工事現場では、交通ルールを守りましょう。 

 

■ 保護具の着用 

安全確保のため、舗装現場では保護帽や安全靴、保護手袋および安全チョッキは必ず着用して

ください。着用しないと障害のおそれがあります。また、常に、身体にあった作業着を着用し

てください。 

作業内容によっては保護メガネ、防塵マスク、防音保護具などを着用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 講習・訓練の実施 

もし、未熟なオペレータおよびサービスマンが機械を使用または点検・整備する場合、熟練し

たオペレータおよびサービスマンの監視・指導のもとに機械を取り扱ってください。 

また、定期的に講習会などをしてオペレータおよびサービスマンの能力向上に努めてください。 

 

■ 注意銘板をよく読む 

機体各部に貼ってある注意銘板などには、人身事故予防のために特に重要な警告が記載されて

います。点検・整備する前には、注意銘板をよく読んでください。 

なくなったり、読めないものがあれば、新しいものを貼り付けてください。 

 

■ 警告絵文字やメッセージが全てではありません 

本書の中で危険・警告・注意のお知らせをしていますが、安全の全てを網羅することは困難で

す。本書を理解して細心の注意をはらい、人身事故や機械の損傷などが発生しないよう、常に

正しい操作と点検整備を心掛けましょう。 
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■ 万一の人身事故や、火災に備えて 

作業現場には救急箱及び消火器を備え付けておいてください。 

救急箱及び消火器の保管場所と使用方法を事前に調べておいてください。 

消火器を確実に使えるように、消火器の取扱説明書に従い、定期点検・整備を行ってください。 

人身事故が発生した場合の連絡（救急医、救急車、消防署の電話番号など）や処置の方法を事

前に調べておいてください。 

 

■ 密閉空間や半密閉空間で作業するときの注意 

屋内やトンネルなどの換気条件が悪い場所での作業は、ガス中毒の危険があります。屋内やト

ンネルなどで運転・作業されるときは、適切な換気をしてください。排気管を屋外に延長させ

たり、必要に応じて換気扇を設置してください。 

 

■ 汚染された地域で作業するときの注意 

廃棄物処理・ゴミ処理場や周辺などの汚染された地域で作業する場合、作業員が健康被害にあ

わないことを確認してください。 

 

 

b. 運転時の注意 

■ 機械の性能の限界を知る 

本書では、主要諸元をお知らせしています。機械の性能の限界を知り、それを越えない正しい

運転操作は、安全作業と機械を長持ちさせる秘訣です。 

 

■ 運転前の注意 

①機械を固い地盤の平坦な場所で停めてください。 

②エンジン始動前に、周囲に人がいないことを確認してください。 

③エンジンおよび作動油が十分暖まってから作業を開始してください。 

 

■ 排出ガス排出量の抑制のために講ずべき措置 

運転、使用などにあたっては以下の項目について適切に措置を選択して実施に努めてください。 

①急発進・急加速・急操作の排除に努める 

②不要な空ぶかしを行わない。 

③停止の際はアイドリングストップを励行する。 

④作業効率の良い作業手順で作業する。 

⑤負荷のかけすぎとなるような作業は行わない。 
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c. 作業時の注意 

■ 作業範囲内立入禁止 

 重  要  必要に応じ誘導員を配置し、周囲に人を近づけないでください。 

作業前に作業範囲内に障害物や人がいないことを確認し、近づかせないでください。 

作業現場内は立入禁止とし、作業者以外が立ち入らないよう措置を講じてください。 

 

■ 成形部の過加熱に注意 

成形部が加熱されているときに、バーナ付近を触ると火傷しますので触らないでください。 

成形部の過加熱は火災の原因になりますので、適温に加熱してください。 

 

 

d. 点検・整備時の注意 

■ 始業点検の励行 

安全で効果的にお使いいただくために点検要領にそって必ず始業点検をしましょう。 

異常があれば修理してから、運転してください。 

また、音・臭・油漏れ・水漏れ・熱等普段と違う点に気付いたら、幣社指定サービス工場で点

検を受けましょう。 

 

■ 定期点検・整備の実施 

事業者は、メーカの取扱説明書に従って、定期点検・整備を行ってください。 

また、定期点検・整備に関する教育・講習も行ってください。 

定期点検整備を行ったときは、整備した内容と結果を記録して保管してください。 

 

■ 点検整備方法の理解 

本機の所有者は、本機を点検し必要に応じ整備することにより、本機を保安基準に適合するよ

うに維持しなければなりません。 

誤った整備は、本機の損傷を招くだけでなく、整備中の事故を引き起こす危険があります。 

点検・整備を行う前にメーカの取扱説明書を熟読するとともに、整備方法（安全に作業できる

準備、工具、資格、重要部品、作業指揮者の決定、保護具の着用など）を十分に理解し、安全

に注意して作業してください。 

 

■ 整備不良機を使用しない 

整備不良の機械を使うのは、絶対にやめましょう。人身事故や重大な破損事故を起こすおそれ

があります。また作業中、本機に異常が生じたら、そのまま使用せず完全に故障箇所を修理し

ましょう。幣社は、整備不良機の使用を直接監視、指導することは困難です。 

本書を熟読され、あなた様自身で、安全で正しい運転操作を心掛けましょう。 
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■ 点検・整備中の表示 

機体を点検・整備する場合、当事者以外の人が不用意に触れないよう、「点検・整備中」または

「始動・運転禁止」などの警告札を見やすいところに表示してください。 

 

■ 作業は平坦な場所で 

①点検・整備作業は、危険のない固い地盤の平坦な場所で行ってください。 

②エンジンを停止させてください。 

 

■ 作業場所の整理・清掃 

乱雑な作業場所で作業をすると、けがや転倒などの危険があります。 

作業現場には作業に必要なもの以外は置かないでください。また、グリース、油脂、塗料類は

取り除き、安全に作業できるように整理・清掃してください。 

 

■ ガスホースは幣社指定ホースを使用する 

ガスホースは専用の幣社指定ホース（ＬＰＧホース）をご使用ください。 

 

■ ホースの定期交換 

作動油、燃料に使用されるホースは、材質の経年変化や繰り返し使用による劣化、疲労や摩耗

のために破損するおそれがあります。定期的に交換してください。 

定期交換を怠ると、火災や高圧油の皮膚への浸透による壊疽のおそれがあります。 

 

■ 可燃性ガスや引火性の油類を正しく管理する 

本機では、ＬＰガス・ガソリン・灯油・軽油・油圧作動油などの可燃性ガスや引火性の油類を

使用しています。 

使用上の注意をお守りいただき安全運転操作に努めましょう。 

燃料補給中は禁煙です。火気を近づけないでください。 

燃料補給中はエンジンを停止してください。 

燃料などのキャップはしっかりと確実に締めてください。 

 

■ 火災の防止 

整備時には、燃料、バッテリなど引火の危険のあるものを取扱います。次の注意を守ってくだ

さい。 

①火気の近くに可燃性の油脂を置かない。 

②引火のおそれがある火気は消す。 

③消火器などの消火用具を用意する。 

④点検・整備中は禁煙。 

⑤燃料、油脂などの点検には、防爆仕様の照明器具を使用する。 

⑥可燃性の油脂が入っているパイプ、チューブおよびタンクなどを溶接したりガス切断をしない。 
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■ 油漏れの点検 

燃料、作動油や潤滑油の漏れは火災を起こして火傷するおそれがあります。ホースの損傷や緩

みがないか点検してください。 

 

■ 短絡の点検 

短絡（ショート）は、火災の原因となります。すべての電気接続部を清掃し、きっちりと接合

してください。 

 

■ 安全装置や保安部品を本体から取り外さない 

運転操作や点検整備の邪魔になるからと、安全装置や保安部品を取り外すことは、絶対にやめ

ましょう。 

 

■ 整備前には油圧系統の圧油を抜く 

油圧系統の圧油を抜かないで点検・整備を行うと、圧油が噴出する危険があります。 

整備前にはエンジンを停止し、各部の温度が４０℃程度に下がったことを確認してから、メー

カの取扱説明書に従って整備を行ってください。 

 

■ エンジンをかけた状態で整備をしない 

動いている回転部品に触れると、挟まれたり巻き込まれたりして危険です。本機を整備すると

きは、エンジンを停止してください。 

 

■ エンジンをかけての整備は二人以上で 

やむを得ずエンジンをかけたまま整備する場合は、いつでもエンジンを停止できる状態で、お

互いに連絡をとり合って作業してください。 

 

■ 回転部に注意 

運転中は、必ず点検カバーを閉めてください。やむを得ず運転中に点検カバーを開く場合は、

内部に手や顔などを絶対に入れないでください。 

特に冷却ファン、ファンベルトなど機械の内部には高速で回転している部分があり危険です。 

点検・整備を行うときは、必ず運転を中止してから行ってください。 

 

■ 換気に注意 

屋内や換気条件が悪い場所での整備時は、ガス中毒の危険があります。 

とくにエンジンの排気ガス、燃料、洗浄油、塗料類には換気を十分行ってください。 

屋内で整備や運転をするときは、適切な換気をしてください。排気管を屋外に延長させ、ドア

や窓を開け外気が十分入るようにしてください。 

必要に応じて換気扇を設置してください。 
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■ 点検カバーはロックする 

強風などのためにカバーが急に閉まると、体を挟まれてけがをすることがあります。 

点検カバーを開けたまま整備するときは、ロックバーなどで確実にカバーを固定してください。 

 

■ ハンマー作業は破片に注意 

ベアリングやピンなどの固い金属を打撃するときは、破片が目に入って負傷するおそれがあり

ます。このような作業では、周囲の人に危険が及ばないことを確認し保護メガネをかけ、真鍮

棒などをハンマーとの間にかまして打撃してください。 

 

■ 高圧油に注意 

高圧の作動油や燃料は、皮膚や目に侵入すると障害を起こすおそれがあります。 

圧油の漏れは目に見えないことがあります。漏れの点検には厚紙か木片を使い、素手では行わ

ないでください。目の保護には保護メガネを使用してください。 

 

■ バッテリの爆発防止 

バッテリ液は可燃性と爆発性のガスを発生します。 

アーク、花火、炎、たばこの火を近づけないでください。 

バッテリ液が凍っていたら、バッテリを充電したり、エンジンを別の電源で始動しないでくだ

さい。 

 

■ 整備後の注意 

①整備後はエンジンを低回転で運転し、整備箇所の油漏れ、水漏れなどがないことを確認してく

ださい。 

②各スイッチをゆっくりと動かし、作動の確認を行ってください。 

③エンジン回転を上げ、油漏れ、水漏れなどを確認してください。 

④各スイッチを動かし、異常のないことを確認してください。 

 

■ 廃棄物の処理 

本機の廃棄物は有害物質を含んでおり、むやみに捨てると環境を汚染します。 

本機から廃液を抜く場合は、地面にたれ流さないで容器に受けてください。 

また、廃油、燃料、冷却水、冷媒、溶剤、フィルタ、バッテリその他の有害物を捨てるときは、

所定の規則に従って処理してください。 

正しく処理することにより、人々と環境への悪影響を防いで貴重な原料を再利用することがで

きます。 

(a)油、グリースおよび燃料 

油、グリースおよび燃料は油脂の仕様により規則に従って処分してください。 

(b)材料（金属、プラスチック） 

これらの材料を正確に処分できるように、種類により分類しなければなりません。材料に付着

している他の物質を除去してください。規則に従って材料を処分してください。 
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■ 洗車時の注意 

洗車するときは、スリップ止め付きの靴を使用してください。高圧スチーム洗車機を使用する

ときは、保護メガネなどの保護具類を着用してください。 

高圧水に触れると、肌が切れたり泥が目に入る危険があります。 

また、機械が完全に乾燥するまで使用しないでください。 

 

■ 改造・溶接の禁止 

性能、安全、強度に影響する改造をメーカに無断で行うと、機体の破損、転倒などにより人身

事故の原因となるおそれがあります。無断で本体を改造しないでください。 

改造・溶接による補修等の必要な場合は、事前にメーカに相談してください。 

また、溶接するとコントローラ等の電子機器部品の損傷のおそれがあります。 

メーカーに無断で改造・溶接をしたときは、保証の対象外となります。 

 

■ 純正部品 

点検・整備時に部品交換するときは、純正部品を使用してください。 

純正部品以外を使用したときは、性能・安全の保証ができません。 
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１.機械の概要 

 

(1) 概 要 

本機は、アスファルト混合物にて縁石を施工するもので、プッシュプレートで押し出した材料

を成形枠（モールディングチャンバ）内で締め固めながら走行し、規定の形状を連続的に成形

することができます。 
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２.主要諸元 

 

(1) 諸元表 

型 式 ＡＣ－Ｒ８ 

重 量 約２０５kg 

全 長 １,６９８mm 

全 幅 ６７１mm 
寸

法 全 高 １,０３２mm 

型 式 ロビンＥＸ２７ＤＳ 

連 続 定 格 出 力 5.1kW/3,600min-1 

使 用 燃 料 ガソリン（６.１Ｌ） 

始 動 方 式 スタータモータ式 

エ

ン

ジ

ン バ ッ テ リ EX55D26R-NF 12V-50N 

ホ ッ パ 容 量 約０.０５ｍ3 

成 形 速 度 １～３ｍ/min 

合 材 等 送 り 能 力 約５ton/ｈ 

成 形 位 置 左側 

作 動 油 タ ン ク 容 量 ３０Ｌ 
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(2) 寸法図 
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３.標準付属品 

 

(1) 標準付属品一覧表 

下記の部品を標準付属品として装備しています。 

 名 称 数 量 

１ 付属工具 １ 式 

２ プロパンバーナ（２ｍホース付） １ 式 

３ 油圧ホース用ダストプラグ １ 個 

４ 油圧ホース用ダストキャップ １ 個 

５ ＬＰガス用台 １ 台 

 

(2) 付属工具 

 名 称 型 式 数 量 

１ 両口スパナ １７×１９ １ 本 

２ モンキーレンチ ２５０㎜ １ 本 

３ プラグレンチ エンジン用 １ 式 

主にボルト・ナットの増し締めや、部品の交換、アタッチメントの脱着時にスパナ等を使用し

ます。 

付属工具は、点検・手入れをして保管してください。 

 

(3) プロパンバーナ（２ｍホース付） 

成形部用のプロパンバーナです。バーナ・ホース・バルブで構成されています。 

 

(4) 油圧ホース用ダストプラグ 

油圧ホース用カプラ（メス）を外したときにゴミなどが入らないように保護します。（予備） 

 

(5) 油圧ホース用ダストキャップ 

油圧ホース用カプラ（オス）を外したときにゴミなどが入らないように保護します。（予備） 

 

(6) ＬＰガス用台 

ガスボンベ取付用の台です。 
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４.各部の名称 

 

(1) 主要部分の名称 
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(2) コントローラの名称 

a. 表面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 裏面 
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５.運転操作と各装置の説明 

 

※エンジン・バッテリについての詳細は、別冊エンジン・バッテリの取扱説明書をご参照ください。 

 重  要  

・本機をご使用になる気温は、０℃～４５℃の範囲でご使用ください。 

寒冷地では、燃料や作動油、バッテリ等が凍結し、エンジンが始動しない

などの原因となります。寒冷地適合のオイルやバッテリをご使用ください。

また、高温時に使用されますとオーバヒートなどの原因になります。 

・雨天の日は機械を使用しないでください。 

 

(1) 新車時のならし運転 

 重  要  

・ならし運転をせずに全負荷をかけると、機械の寿命に大きな影響を与えま

す。十分にならし運転をしてください。 

・暖機運転は冬期に限らず、必ず行ってください。 

エンジンが暖まらないうちに作業を行うと、性能が十分に発揮できないば

かりでなく、エンジンの寿命を短くします。 

機械の寿命と性能は、新車時の取扱いにより大きく影響されます。 

最初の５０時間程度まではエンジン馬力を最大まで上げず、ならし運転を行ってください。 

 

(2) エンジンの始動・停止 

a. エンジン始動前の点検 

 ・エンジン運転中は、本機から離れないでください。離れる場合はエンジン

を停止し、ブレーキをかけてください。逸走するおそれがあります。 

・室内など換気の悪い場所では、エンジンを始動・運転しないでください。

排気ガスには、有害な一酸化炭素などが含まれ、中毒を起こすおそれがあ

ります。 

 

 重  要  

・エンジンを始動する前には必ず、始業点検を行ってください。 

・エンジンが異常音などを出して停止したときは、その原因を明らかにし、

不具合箇所を修理してから再始動してください。 
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b. エンジン始動手順 

①燃料コックを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②スピードコントロールレバーを低速（Ｌ）から

高速（Ｈ）の方向に約１/３開いた位置にします。 
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③チョークレバーを閉じます。 

チョークの開度は 

・寒いときやエンジンが冷えているときは全閉に

にします。 

・暖かいときや運転停止直後再始動する場合は、

全開もしくは半開にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④キーをキースイッチに差し込み、運転（ｌ）の

位置にします。さらに右へまわす（始動“  ”

位置）とエンジンが始動します。 

・始動しない場合は、５秒以上連続してセルモー

タをまわさないでください。 

キーを運転位置に戻し、１０秒位休んでから再

始動するようにします。 

・エンジン運転中は、キースイッチを始動位置に

絶対にまわさないでください。 

 

 

 アドバイス  
セルモータでなくリコイルスタータで始動する場合にも、キーを運転位置に

してください。 
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⑤エンジンが始動したらチョークレバーを開きます。 

・チョークレバーはエンジンの調子を見ながら徐々

に開き、最後には必ず全開にしてください。 

・寒いときまたはエンジンの冷えているとき、急

にチョークレバーを開くとエンジンが停止する

ことがありますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥エンジンが始動後、負担をかけず１～２分位、

低速（Ｌ）側で暖機運転してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重  要  
特に寒冷時期は、エンジンオイルや作動油の粘度が高くなり、エンジンやポ

ンプ不具合の原因になります。 
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c. エンジン停止手順 

①スピードコントロールレバーを低速（Ｌ）にし、

１～２分位運転します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②キースイッチを停止“ ○ ”（ＯＦＦ）側にまわ

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③燃料コックを閉じます。 
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(3) コントローラ 

a. 電源スイッチ 

コントローラの電源を「ＯＮ」・「ＯＦＦ」しま

す。 

電源スイッチが「ＯＮ」のとき、電源確認ラン

プが点灯します。 

 

b. 始動スイッチ 

「ＯＮ」にすると本機が始動します。「ＯＦＦ」

で本機が停止します。 

 

c. ソレノイドＡトリマ 

シリンダの「出」のタイマを調整します。 

 

d. ソレノイドＢトリマ 

シリンダの「入」のタイマを調整します。 

 

e. ヒューズ 

ヒューズは「２Ａ」です。 
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(4) プロパンバーナ 

 ガス漏れは、引火、爆発のおそれがあります。始業・定期点検を励行し、漏

れ（臭い）、共動きホースの損傷、取付け部のゆるみ・ガタなどの有無を点

検してください。 

 

 重  要  

・プロパンバーナ点火後、連続使用しますが、必ず火力の調整を行ってくだ

さい。 

強火で連続使用しますと成形枠がオーバーヒートし、わん曲、摩耗を早め

ることになりますのでご注意ください。 

・火災・爆発のおそれがある気体が存在する現場では、使用しないでくださ

い。 

・ガスの残量を常に注意してください。ガス圧が減少すると、ガス消え・炎

上がりの原因になります。 

・風による立ち消えには、十分ご注意ください。 

・損傷しているガスホースは絶対に使用しないでください。 

・ガスホースの交換は２年毎、使用条件の悪いところでは早めに交換してく

ださい。 

a. ガスホースをプロパンボンベに取り付けます。 

 アドバイス  
ガスホースをプロパンボンベに取付けるときは、工具を使わず手締めでしっ

かり締め付けてください。 

b. バーナ火口をモールディングチャンバ成形枠後部にボルトで固定、またバーナ火口・バーナホ

ース・ガスバルブはしっかり取り付けているか確認し、締まっていなければスパナ等で締め付

けてください。 

c. 点火・消火 

①プロパンボンベの元栓を開きます。 

②プロパンバーナのガスバルブを少し開きます。 

③マッチまたはライターで点火します。 

④火力の調整はガスバルブで調整してください。 

⑤作業終了後は、プロパンボンベの元栓を閉じま

す。 

⑥プロパンバーナのバルブを閉じます。 
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６.始業点検 

 

※エンジンについての詳細は、別冊エンジン取扱説明書をご参照ください。 

 本機の点検作業は、取扱説明書をよく熟読し、よく訓練されたオペレータま

たはサービスマンが行なってください。 

 

 重  要  

・点検作業は、危険のない平坦で堅固な場所で行ってください。 

・エンジン始動の前に、燃料・オイル・作動油などが適正な状態（量）にあ

るか点検してください。 

・機械の周囲を一回りし、損傷や漏れの有無を点検することも大切です。 

・プロパンガス系統は、必ず点検してください。 

 

(1) 燃 料 

 ・燃料の給油は必ずエンジンを止めてください。エンジンスパークやマフラ、

あるいは煙草の火などから引火するおそれがあります。 

・こぼれた油を拭き取ってください。給油後は燃料タンクキャップを確実に

締めてください。 

・給油中は、火気を近づけないでください。 

・給油中は、タバコを吸わないでください。 

燃料タンクに自動車用ガソリン（無鉛）を給油します。このとき、燃料コックは閉じてくださ

い。（タンク容量 約６.１Ｌ） 

 

(2) エンジンオイル 

 エンジン停止直後は、エンジン周辺機器やオイルが熱くなっています。 

オイルの点検や給油は、始動前か温度が下がってから作業してください。 

給油プラグを外し、エンジンオイル量を点検給

油します。本体を水平に置き、給油口からオイ

ルゲージをねじ込まないで計り、上の刻み線ま

で入れてください。 

（クランクケース注油量：１.０Ｌ） 

エンジンオイルは、自動車用エンジンオイルで

１０Ｗ－３０クラスを使用してください。 

外気温度が－２０℃以下および４０℃以上の場

合は、現地に適合した粘度・品質のものを使用

してください。 
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(3) バッテリ 

※バッテリについての詳細は、別冊バッテリ取扱説明書をご参照ください。 

 重  要  

・バッテリ液を身体や服に付けないようにしてください。バッテリ液は希硫

酸です。万一バッテリ液が付着した場合は素早く水洗いしてください。 

・バッテリに、火気を近づけないでください。可燃性ガスに引火、爆発のお

それがあります。 

液面は規定の範囲「上限・下限」の間にあるか

点検してください。「下限」以下のときは、蒸留

水または補充液を入れてください。 

 

 

 

 

 

 

(4) 作動油 

油圧タンクのレベルゲージの範囲内にあるか確

認してください。（作動油量 約３０Ｌ） 

 

 

 

 

 

(5) 油圧ホースの油漏れ 

 重  要  

油圧ホースや、各油圧機器の接続部などから噴出した高圧のオイルに、直接、

手などで触れないでください。火傷や失明、皮膚に入ると壊疽のおそれがあ

ります。触れた場合は、直ちに医者の診察を受けてください。 

振動などで、接続部位から油漏れがある場合は、ホースカップリングの六角ナットを締めつけ

ます。また、油圧ホースが損傷しているときは、交換してください。 

油圧ホースに傷みや損傷がないかを点検します。傷みや損傷があれば交換してください。また、

油圧ホースは２年毎に必ず交換してください。 
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(6) プロパンバーナ 

 ガス漏れは、引火、爆発のおそれがあります。始業・定期点検を励行し、漏

れ（臭い）、共動きホースの損傷、取付け部のゆるみ・ガタなどの有無を点

検してください。 

 

 重  要  
ガスホースの交換は２年毎、使用条件の悪いところでは早めに交換してくだ

さい。 

①バーナヘッド（火口）、ノズルおよびバーナホースとガスバルブは締まっているか。 

②バーナホースと接続部の袋ナットは締まっているか。 

③プロパンホースに傷や損傷はないか。 

④ガス漏れ（音・臭い）はないか 

⑤ガスホース取付け部のゆるみ・ガタはないか 

⑥油付着はないか 

 

(7) ガスホースのガス漏れ 

 アドバイス  ガス漏れの有無の点検は、石鹸水の塗布点検が有効です。 

a. 接続金具 

本機は、ガスホースの接続金具を統一しています。 

b. ガス漏れの処置 

振動などで、接続部位からガス漏れがある場合は、ホースカップリングの六角ナットを締めつ

けます。また、ガスホースが損傷しているときは、交換してください。交換する場合は、ホー

スアダプタ側にシールを巻きつけてからガスホースを接続してください。 

ガスホースに傷みや損傷がないかを点検します。傷みや損傷があれば交換してください。また、

ガスホースは２年毎に必ず交換してください。 

c. シール材料のデータ 

メ ー カ 名 住友電工ファインポリマー株式会社 

製 品 名 スミフロン ネジシール 

成 分 ポリテトラフルオロエチレン 

 

(8) プッシュプレートの作動点検 

①エンジン回転数を３,６００min-1にします。 

②コントローラの電源スイッチと始動スイッチを

「ＯＮ」にします。 

③ホッパ内のシャッタがスムーズに開閉するか確

認してください。 
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(9) 始業・作動点検箇所 

 重  要  
本機を、より安全で効果的にお使いいただくために、始業点検の励行ととも

に、作業開始前の各部作動点検を実施してください。 

 

点 検 項 目 始 業 点 検 備 考 

エンジン ※別冊エンジン取扱説明書をご参照ください。 

各部の清掃・洗浄 ○  

各部の締付けおよび洗浄 ○  

作動油点検・交換 ○  

サクションフィルタ ○  
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７.運搬取扱い 

 

 積降しや運搬の際に、ガソリンやエンジンオイル等がこぼれていないことを

確認してください。汚損や引火のおそれがあります。 

 

 使用後は、エンジン・モールディングチャンバ（成形枠）の周囲は触れると

火傷のおそれがあります。冷えてから積降しをしてください。 

 

 重  要  

・積込み、積降しの際に、人力で行う場合は４人以上で行ってください。 

・ワイヤーロープは強固なものを使用してください。 

・長時間の使用や振動で、各ボルト・ナットがゆるんでないか確認してくだ

さい。 

本機の重量は約２０５㎏あります。トラック荷台などへの積み込みや積降しは、ユニッククレ

ーンなどで行ってください。 

また人力による積降しの場合は、４人以上で降ろすようにしてください。 

運搬時には、車輪を本体が接地するまで下げ、ワイヤで固定してください。 
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８.施工作業の概要 

 

※施工作業の前に、本項や「安全上の注意事項」、「運転操作と各装置の説明」、「始業点検」なども

お読みください。 

 施工作業は、取扱説明書をよく熟読し、よく訓練された有能なオペレータが

行ってください。 

①自動カーバを施工する路肩に移動します。（自動カーバ施工予定の中心線） 

②その上に、成形の幅（自動カーバ底辺の幅）で、アスファルト乳剤またはタックコートを塗布

します。 

③アスファルト乳剤またはタックコート幅に本機の成形枠を合わせます。 

④本体後部のＴ型ハンドルを廻し、移動車輪を上げて成形枠を接地させ、左右のバランスをとり

ます。 

⑤前部の前輪上下ハンドルを廻して本機のフレーム高を調整し、前後のバランスを取り、調整ロ

ックナットで固定します。 

⑥バーナを点火し、成形枠を予熱します。 

⑦ホッパ内面・ピストン部（スライド板・プッシュプレート）・成形部内面に軽油または灯油を塗

布し、合材のすべりを良くしてください。 

⑧ホッパシュートを組立て、ボルトで固定してください。 

⑨エンジンを始動し、最大回転数３,６００min-1にセットしてください。 

 重  要  
エンジンの回転数は３,６００min-1 を守らないと、油圧機器に不具合が生じ

ます。 

⑩コントロールボックスの電源スイッチを「ＯＮ」にしてください。（パイロットランプ点灯） 

⑪コントロールボックスの始動スイッチを「ＯＮ」にしてください。 

 重  要  

・シリンダストロークが一杯作動していないと能力低下の原因となります。

・エンジンの回転数を３,６００min-1 に回さないと、シリンダストロークが

いっぱい作動しません。 

 

 アドバイス  
冬期、作動油が冷えているときは少しの間、シリンダストロークは一杯作動

しない場合があります。 

⑫成形枠の出口に当て板をして、しっかり押えてください。 

⑬ホッパ内に合材を供給しますと施工が始まり、施工した分だけ機体は前進します。 

 アドバイス  

・条件により合材の落ち込みが異なるので、送り量に合わせ合材を供給して

ください。 

・下り坂施工で密度不足および多数のクラックが多発する場合は、後部右側

面にあるスキーを接地させ、またブレーキを使用し機体に抵抗をかけてく

ださい。 
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 アドバイス  

・上り坂施工でできあがった成形が自動カーバからの圧力に負け、崩れると

きは、移動用車輪を接地させ、成形枠を少し浮かして地面との抵抗を少な

くして施工してください。 

・合材温度は、１３０℃～９０℃程度の間で施工してください。 
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９.定期点検・整備 

 

 重  要  

※補修部品の供給年限について 

この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、生産打ち切り後１０年です。

ただし、供給年限内であっても納期などをご相談させていただく場合もあ

ります。 

また、供給年限経過後の製品で補修用部品が必要となりご注文頂いた場合

には、納期および価格をご相談のうえで、ご注文に応じさせていただく事

もあります。 

※エンジンについての詳細は、別冊エンジン取扱説明書をご参照ください。 

 本機の点検作業は、取扱説明書をよく熟読し、よく訓練された有能なオペレ

ータまたはサービスマンが行なってください。 

 

 重  要  

・点検作業は、危険のない平坦で堅固な場所で行ってください。 

・日常の手入れや点検・整備の不備は、重大事故や破損事故を招くおそれが

あります。是非、点検・整備要領に沿って実施してください。 

・点検・整備を行なうときは安全のために、必ず保護具を着用してください。

・本機を点検・整備するときは、エンジン停止を基本原則にしてください。

思わぬところが不意に起動し、重大事故を招くおそれがあります。 

・点検・整備を行なう前にバッテリを外してください。 

・プラグ類を外すときは、容器を準備し、配管の圧力を抜いてから行なって

ください。 

・本機を独自に改造しないでください。安全性を損なったり、機能や寿命の

低下を招くことになります。 

・本機の下で整備する場合は、クレーンやジャッキだけに頼らず、安全支柱・

安全ブロックで確実に支えてください。 

・環境保護のため、廃油、廃液、廃物の処分は、関係法令の他、所定のルー

ルに従ってください。 

 

 アドバイス  

・点検・整備中は、第三者による誤作動を防止するため、「点検中」の札を

下げて、周囲に注意を促してください。 

・点検・整備は、設備の整ったサービス工場で行なってください。 
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 (1) 清掃作業 

 重  要  

・水道水や高圧洗浄機などで洗浄するときに、電気機器に水をかけないでく

ださい。感電や故障の原因になります。 

・作業終了後、合材が固着しないうちに、よく清掃してください。 

特に、次の箇所は、念入りに清掃します。 

①ホッパ 

②シャッタおよびプッシュプレート 

③成形枠内面 

 アドバイス  各部が熱いうちに清掃してください。 

清掃後、軽油等をホッパ・内面・シャッタ・プッシュプレート・成形枠内に塗布してください。 

 重  要  

軽油または灯油等は有害物質を含んでおり、むやみに捨てると環境を汚染し

ます。車両に噴霧する場合は、地面にたれ流さないで必ず拭き取ってくださ

い。また、廃油、その他の廃棄物は、所定の法律に従って処理してください。

(2) 点検・整備 

 重  要  

・機械の性能を維持し安全に運行するため、点検・整備を実施してください。

・重要な箇所、複雑な箇所の点検・整備は、弊社サービス工場で実施してく

ださい。 

a. 使用者の点検および整備の義務 

機械の所有者は、機械を点検し、必要に応じ整備することにより、保安基準に適合するように

維持しなければならない。 

b. 日常点検・整備 

機械を運行する者は、日常点検・整備に基づいて技術上の基準により機械を点検しなければな

らない。 

c. 定期点検・整備 

機械の使用者は定期的（６ヶ月、１２ヶ月）に技術上の基準により機械を点検し、必要な整備

を実施し、その結果を３年間保存しなければならない。 

d. 整備作業記録 

点検整備一覧表により整備した内容と結果を、本様式を参考にして記録し保管してください。 

期間 

（ヶ月） 

使用時間 

（ｈ） 

整備日 

（年月日）

整備内容 

（項目と結果） 

整備者

（氏名）

     

     

     

     

     
 



9-3 

 

 

 

 

 

(3) 点検整備時期 

本表の点検整備時期は、一般的な稼動（1000H 程度稼動６ケ月）を基準に設定しています。 

過酷な条件での使用など、設定基準と著しく異なる場合は、早めの点検整備が必要です。 

 重  要  

・「●」印は、幣社が推奨する点検整備時期を示します。 

・２０００時間点検は、ほぼ１年を超えない期間毎に、異常や故障箇所を正

常な状態に補修して、次の１年の作業に備えます。 

・保証証券の点検整備記録は、実施の都度記入し、大切に保管（３年以上）

してください。 

 

点 検 整 備 項 目 
200h 毎

(毎月)

1000h 毎

(半年)

2000h

(１年)
備 考 

エンジン ※別冊エンジン取扱説明書をご参照ください。 

作動油交換    ※500h 毎 

サクションフィルタの洗浄    ※500h 毎 

ボルト・ナットの増し締め    ※適時増し締め 
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(4) 給油脂表 

a. 給 油 

交換時期（時間） 
給 油 箇 所 奨 励 油 脂 容量(Ｌ)

油量点

検時期 初 回 ２回目以降

エンジン 
ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ 10W-30 

（API CE 級以上） 
１.０ 毎日 ２０ １００ 

作動油タンク 作動油(ISO VG-56) ３０ 毎日 １００ ５００ 

b. 給 脂 

給 脂 箇 所 奨 励 油 脂 給脂時期 備 考 

移動車輪軸受部 グリース（ＪＩＳ２号） １００Ｈ  
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(5) ボルト締付けトルクの目安 

締 付 ト ル ク 
ネ ジ サ イ ズ 

８.８Ｔ １０.９Ｔ １２.９Ｔ 

ネ
ジ
の
種
類 

呼 び × ピッチ

㎜    ㎜ 
Ｎ・ｍ kgf・ｍ Ｎ・ｍ kgf・ｍ Ｎ・ｍ kgf・ｍ 

Ｍ ３× ０.５ １.１９ ０.１２ １.７０ ０.１７ １.９９ ０.２０ 

Ｍ ４× ０.７ ２.７７ ０.２８ ３.９６ ０.４０ ４.６３ ０.４７ 

Ｍ ５× ０.８ ５.６０ ０.５７ ８.０１ ０.８２ ９.３６ ０.９６ 

Ｍ ６×   １ ９.５１ ０.９７ １３.６ １.３９ １５.９ １.６２ 

Ｍ ８×１.２５ ２３.０ ２.３５ ３３.０ ３.３７ ３８.６ ３.９４ 

Ｍ１０× １.５ ４５.７ ４.６６ ６５.４ ６.６７ ７６.５ ７.８１ 

Ｍ１２×１.７５ ７９.７ ８.１３ １１４ １１.６ １３３ １３.６ 

Ｍ１４×   ２ １２６ １２.９ １８１ １８.５ ２１２ ２１.６ 

Ｍ１６×   ２ １９８ ２０.２ ２８３ ２８.９ ３３１ ３３.８ 

Ｍ１８× ２.５ ２８２ ２８.８ ３９０ ３９.８ ４５５ ４６.４ 

Ｍ２０× ２.５ ３９９ ４０.７ ５５３ ５６.４ ６４６ ６５.９ 

Ｍ２２× ２.５ ５４３ ５５.４ ７５２ ７６.７ ８７９ ８９.７ 

Ｍ２４×   ３ ６９１ ７０.５ ９５６ ９７.６ １１１０ １１３ 

並

目 

Ｍ３０× ３.５ １３７３ １４０ １８９９ １９４ ２２２０ ２２７ 

Ｍ ８×   １ ２５.０ ２.５６ ３６.０ ３.６８ ４２.０ ４.３０ 

Ｍ１０×１.２５ ４９.０ ５.０２ ７０.０ ７.１９ ８２.０ ８.４１ 

Ｍ１２× １.５ ８５.０ ８.６８ １２２ １２.４ １４２ １４.５ 

Ｍ１４× １.５ １３９ １４.２ １９９ ２０.４ ２３４ ２３.８ 

Ｍ１６× １.５ ２１４ ２１.８ ３０６ ３１.２ ３５８ ３６.５ 

Ｍ１８×   ２ ３０５ ３１.２ ４２２ ４３.１ ４９３ ５０.３ 

Ｍ２０×   ２ ４２７ ４３.６ ５９２ ６０.４ ６９１ ７０.５ 

Ｍ２２×   ２ ５７８ ５９.０ ８０１ ８１.７ ９３６ ９５.５ 

Ｍ２４×   ２ ７６２ ７７.８ １０５５ １０８ １２２５ １２５ 

細

目 

Ｍ３０×   ３ １４４３ １４７ １９９６ ２０４ ２３３４ ２３８ 
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(6) 油圧機器系の点検・整備 

 重  要  

・油圧ホースや、各油圧機器の接続部などから噴出した高圧のオイルに、直

接、手などで触れないでください。火傷や失明、皮膚に入ると壊疽のおそ

れがあります。触れた場合は、直ちに医者の診察を受けてください。 

・油量が少ないとタンク内の油面が低くなり、エアーを吸い込んでキャビテ

ーションを起こし、油圧ポンプの寿命を短くします。また、油温の上昇が

油の劣化を早め、油圧機器の故障の原因になります。 

・リリーフバルブの圧力設定を変えると、油圧機器や関連装置の故障の原因

になります。触らないでください。 

・油圧ポンプ・リリーフバルブ・油圧シリンダ等に異常があるときは、幣社

指定サービス工場へご相談ください。 

 

 アドバイス  
配管内圧を抜かずに点検・整備すると、取り外した部分から高圧のオイルが

噴出するおそれがあります。 

a. サクションフィルタ 

作動油交換毎に軽油等で洗浄し、エアーブローします。 

①作動油タンク内 

b. 作動油 

作動油は、５００時間毎に交換してください。 

（作動油量 約３０Ｌ） 

 

 

 

 

 

c. 油圧ホースの油漏れ 

 重  要  

油圧ホースや、各油圧機器の接続部などから噴出した高圧のオイルに、直接、

手などで触れないでください。火傷や失明、皮膚に入ると壊疽のおそれがあ

ります。触れた場合は、直ちに医者の診察を受けてください。 

振動などで、接続部位から油漏れがある場合は、ホースカップリングの六角ナットを締めつけ

ます。また、油圧ホースが損傷しているときは、交換してください。 

油圧ホースに傷みや損傷がないかを点検します。傷みや損傷があれば交換してください。また、

油圧ホースは２年毎に必ず交換してください。 

d. 油圧機器の油漏れ 

油圧ポンプ・電磁弁の油漏れを目視で点検してください。 

e. 油圧ポンプの異音 

油圧ポンプに異音の発生がないか点検してください。 
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f. 電磁弁の手動操作 

(a)操作の概要 

電気系統などの故障で各作業系などを制御できない場合に、該当する電磁弁のスプールを手動

で動かし、各作業系を応急の操作あるいは不具合の原因を調べます。 

なお、この場合、油圧ポンプが作動していることが条件です。 

(b)電磁弁の操作 

電磁弁の手動操作用押ピン（ヘソ）を、ドライ

バなどで押し込みます。 

 

 

 

 

 

(7) 電気装置系の点検・整備 

a. バッテリ 

 重  要  

・バッテリ液を身体や服に付けないようにしてください。 

・バッテリ液は希硫酸です。万一、バッテリ液が付着した場合は、素早く水

洗いしてください。 

・火気を近づけないでください。可燃性ガスに引火して爆発のおそれがあり

ます。 

バッテリは取扱いを誤ると寿命が短くなります。

正しい取扱いで十分に機能を発揮させてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

(a)蒸留水の補給 

バッテリは電解液中の水が蒸発し、充電中に液

量が減少します。 

液が不足するとバッテリを傷め、多いと液がこ

ぼれて機体を傷めます。 

不足の場合は必ず蒸留水を補給してください。 
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 (b)バッテリあがりのとき 

 重  要  

・＋と－極を間違えないでください。ショートしたとき、可燃性ガスに引火、

爆発のおそれがあります。また、破損の原因になります。 

・ターミナル（ブースターケーブル）の取り外しは、－極側から行なってく

ださい。取り付けは、＋極側から行なってください。 

 

 アドバイス  救援車は、１２Ｖのバッテリを装備している車両を使用してください。 

ブースターケーブルを、次の手順でつなぎます。 

①１本目を本機のバッテリの＋端子と、救援車のバッテリの＋端子 

②２本目を救援車のバッテリの－端子と、本機のエンジンのアース端子 

③救援車のエンジンを始動し、回転数を上げます。 

④本機のエンジンをかけます。 

⑤ブースターケーブルは、つないだときと逆の順序で外します。 

 

b. ヒューズ 

コントロールボックス裏面にヒューズホルダがあります。電気系統で異常があった場合は、ま

ずヒューズを点検してください。（使用ヒューズは５Ａです。） 

 

c. 電気配線とスイッチ 

 重  要  

・電気系統を整備するときは、バッテリケーブルの－端子を外してください。

ショート、引火のおそれがあります。 

・傷んだ電気配線、スイッチ類は、早めに交換、修理してください。 

電気配線のターミナル（端子）部の緩みは、接続不良になります。 

また、配線が損傷していると、電気部品の性能を損なうだけでなく、ショート（短絡）、漏電、

焼損など思わぬ事故になることがあります。 

電気配線のクランプの破損、脱落等の有無を点

検してください。 

 

d. 溶接補修時の注意 

 重  要  

性能、安全、強度に影響する改造をメーカに無断で行うと、機体の破損、転

倒などにより人身事故の原因となるおそれがあります。無断で本体を改造し

ないでください。 

また、溶接するとコントローラ等の電子機器部品の損傷のおそれがあります。

 

 アドバイス  
本機を溶接で補修を行なうときは、必ず、幣社または幣社指定サービス工場

へご連絡ください。 

・電源は切ってください。（スタータスイッチを停止の位置にする） 
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・電子部品を取付けている時は取外してください。（コントローラ等の電子部品） 

・アースは溶接部から１ｍ以内にとってください。 

・連続で２００Ｖ以上はかけないでください。 

・溶接部とアース部の間にシールやベアリング等を介さないでください。 

・バッテリ端子を取外してください。 

・塗装部を溶接、加熱する時は塗装をはがしてください。塗装部を加熱すると有害な煙りが発生

します。 

・油圧機器、配管の近くを加熱すると可燃性の蒸気や噴霧が発生して引火する危険があります。 

 

(8) コントローラの調整方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントローラの裏面に、ソレノイドＡトリマ・ソレノイドＢトリマがあります。ソレノイドＡ

トリマはシリンダの「出」、ソレノイドＢトリマはシリンダの「入」のタイマがセットできます。 

①エンジンを始動します。 

②電源スイッチおよび始動スイッチを「ＯＮ」にします。 

③ソレノイドＡトリマおよびソレノイドＢトリマを反時計方向へ止まるまでまわします。 

④ソレノイドＡトリマ・ソレノイドＢトリマを時計方向に１/４回転させ、シリンダのストローク

状態を目視で確認し、シリンダの「出」・「入」のストロークがいっぱいになるまでソレノイド

Ａトリマ・ソレノイドＢトリマを交互に調整してください。 

 アドバイス  

エンジンを始動しても作動油の油量が下がっている場合は、シリンダストロ

ークはいっぱい作動しません。油温を上昇させてから調整するようにしてく

ださい。 
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(9) 電気回路図 
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(10) 油圧回路図 
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１０.保管方法 

 

※エンジンについての詳細は、別冊エンジン取扱説明書をご参照ください。 

a. 燃料タンク、キャブレータの燃料を抜き取ってコックを閉じてください。 

 エンジンマフラは冷えてから、また火気には近づけないでください。 

こぼれたガソリンやオイルに引火するおそれがあります。 

b. 油漏れがないか点検してください。 

c. ゆるんだボルト・ナット類は増し締めしてください。 

d. ホッパ・モールディングチャンバ（成形枠）内側等に軽油を塗布してください。 

e. 本体にカバーをかぶせ、ホコリ・湿気のない所に保持してください。 



 

保証証券 
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